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1
心
の
ふ
れ
合
い
の
場
と
し
て
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
月
一
日
オ
ー
プ
ン

　
み
な
さ
ん
の
期
待
を
あ
つ
め
て
、

昨
年
七
月
十
八
日
に
着
工
さ
れ
た
農

山
村
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
の
内
装
工

事
が
、
こ
の
程
立
派
に
完
成
。

一
階
の
研
修
室
二
部
屋
（
日
本
間
）
、

　
　
　
　
　
　
二
階
の
印
刷
室
を

　
　
　
　
　
　
除
く
他
の
部
屋
及

　
　
　
　
成

　
　
　
　
　
　
び
一
階
ロ
ビ
；
の

　
　
　
　
完

　
　
　
　
　
　
床
、
階
段
に
は
絨

　
　
　
　
　
　
　
毯
が
敷
き
つ
め
ら

　
　
　
　
　
　
　
れ
ヤ
タ
　
な
　
じ

　
　
　
　
　
一
の
中
に
も
壁
や
天

待つこと久し
農山村開発総合センタ

井
の
色
彩
に
明
る
さ
と
落
ち
着
き
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。
又
、
一
階
ロ
ビ
ー

に
は
円
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
が
備
え
ら

れ
て
お
り
、
み
な
さ
ん
の
憩
い
の
場
、

交
歓
の
場
と
し
て
も
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
雪
溶
け
を
待
っ
て
前
庭

が
整
地
さ
れ
ま
す
の
で
、
実
際
に
み

な
さ
ん
か
ら
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

の
は
四
月
一
日
か
ら
と
い
う
事
に
な

り
ま
す
。

写
真
（
左
）
は
セ
ン
タ
ー
正
面

よ
り

（
右
）
は
正
面
玄
関
フ
ロ
ァ
ー

轍陸’　　　棚

　
　
希
望

中
里
村
育
英
事
業
委
員
会
で
は
、

昭
和
五
十
年
四
月
か
ら
の
村
育
英
資

金
貸
与
希
望
申
し
込
み
を
、
次
の
要

領
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

①
申
し
込
み
資
格

　
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
、
又
は

こ
れ
と
同
等
以
上
の
資
格
を
有
す
る

者
で
大
学
入
学
を
希
望
し
て
い
る
人

又
は
現
在
大
学
在
学
中
の
人
。

②
貸
与
予
定
人
数
　
　
　
五
名
以
内

③
甲
し
込
み
方
法

　
貸
与
希
望
者
は
、
次
の
書
類
を
添

中
里
村
奨
学
金

　
　
　
　
　
申
し
込
み
は
3
月
15
日
ま
で

写
真
（
上
）
は
セ
ン
タ
ー
屋
上

か
ら
は
山
崎
地
内
が
一
望
で

き
ま
す
。

（
右
）
は
二
階
の
大
会
議
室
、

可
動
式
ス
テ
ー
ジ

え
て
三
月
十
五
日
ま
で
に
村
育
英
事
．

業
委
員
会
宛
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

④
資
金
貸
付
願
　
　
　
　
（
二
通
）

◎
身
分
証
明
書
　
　
　
　
（
一
通
）

◎
健
康
診
断
書
　
　
　
（
一
通
）

　
な
お
、
詳
し
い
事
は
、
教
育
委
員

会
事
務
局
に
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

火
災
予
防
の

　
　
　
　
点
検
を
ノ
●

　
日
常
な
に
げ
な
く
取
り
扱
っ
て
い

る
火
気
は
、
一
歩
誤
る
と
火
災
を
ひ

き
起
し
、
家
財
を
失
っ
た
り
、
近
所

に
迷
惑
を
か
け
た
り
更
に
生
命
を
も

失
い
か
ね
な
い
事
に
な
り
ま
す
。

　
次
の
事
に
注
意
し
、
火
気
取
り
扱

い
に
対
す
る
認
識
を
新
だ
に
し
て
火

災
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

○
石
油
風
呂
、
石
油
の
暖
房
器
具
等

　
の
タ
ン
ク
の
点
検

○
薪
を
使
っ
て
い
る
所
で
は
か
ま
ど

　
口
の
占
…
検

O
か
ま
ど
の
と
り
灰
や
煉
炭
、
豆
炭

　
　
の
捨
て
場
の
点
検

　
○
電
気
コ
タ
ツ
の
過
熱
や
ス
イ
ッ
チ

　
　
切
り
忘
れ
、
コ
ン
セ
ン
ト
の
点
検

　
O
電
気
配
線
の
点
検

　
○
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
元
締
点
検

○
湯
わ
か
し
器
の
点
検

又
、
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
ま
し

ょ
う
。
冬
は
非
常
口
が
限
ら
れ
ま
す

の
で
v
老
人
、
病
人
等
の
避
難
が
困

難
に
な
り
が
ち
な
の
で
充
分
に
注
意

し
ま
し
ょ
・
つ
。
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子
供
会
創
立
一

一
十
周
年
を
む
か
え
て

　
　
　
江
　
村
　
芳
　
雄

　
一
月
士
五
日
付
の
館
報
「
な
か
さ

と
」
を
拝
読
い
た
し
、
我
が
中
里
村

内
の
子
供
会
が
か
く
も
発
展
し
て
十

八
組
の
子
供
会
が
誕
生
し
て
い
る
と

の
事
を
知
り
、
本
当
に
喜
ば
し
い
事

と
思
っ
て
い
ま
す
。

で
誠
に
僑
越
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

最
初
子
供
会
が
組
織
さ
れ
た
当
時
の

関
係
者
、
民
生
委
員
、
児
童
委
員
と

し
て
、
一
、
十
年
前
の
中
里
村
子
供
会

創
立
の
起
縁
を
簡
単
に
申
し
上
げ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
当
時
の
民
生
委
員
長
並
に
児
童
委

委
員
長
で
あ
っ
た
故
大
島
幸
平
さ
ん
、

役
場
福
祉
事
務
主
任
で
あ
っ
た
故
井

ノ
川
友
春
さ
ん
が
お
ら
れ
た
時
で
ご

ざ
い
ま
す
。

◇
初
雷
に
鬼
打
ち
豆
（
節
分
の
豆
）

　
を
喰
う
と
雷
が
そ
の
人
に
落
ち
な

　
い
。

◇
子
ど
も
が
き
ち
が
い
さ
わ
ぎ
を
す

　
る
と
天
気
が
か
わ
る
。

◇
雪
虫
が
上
（
か
み
）

と
雪
が
降
り
と

　
ま
る
。

◇
雪
の
色
が
か
わ

　
れ
ば
雪
は
降
り

　
と
ま
る
Q

の
　
へ
　
レ
つ

（
俗

今
日
で
も
同
じ
い
事
と
思
い
ま
す
が

月
一
回
開
か
れ
る
民
生
委
員
定
例
会

議
の
席
上
で
井
之
川
氏
か
ら
、
新
潟

県
内
に
は
現
在
三
十
数
組
の
子
供
会

が
で
き
て
い
る
が
十
日
町
、
中
魚
沼

郡
に
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
柴
田

福
祉
事
務
所
長
が
非
常
に
気
を
も
ん

で
心
配
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
こ
で

ひ
と
つ
郡
市
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
山
、

崎
子
供
会
を
創
立
し
て
く
れ
な
い
か

と
、
大
島
委
員
長
と
も
ど
も
た
っ
て

の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
帰
宅

後
、
山
崎
の
有
志
各
位
並
び
に
子
供

達
の
母
親
方
に
呼
び
か
け
、
区
長
は

じ
め
二
十
余
人
の
母
親
に
集
っ
て
い

た
だ
き
、
郡
市
福
祉
事
務
所
の
柴
田

所
長
、
大
島
民
生
委
員
長
、
井
ノ
川

　
と
は
雪
が
降
る
と
い
う
意
。
）

◇
申
の
日
に
味
噌
を
す
る
と
色
が
よ

　
く
な
る
。

◇
卯
の
日
に
味
噌
を
す
る
と
す
っ
か

　
く
な
る
。
　
（
卯
味
噌
、
辰
油
と
い

　
っ
て
き
ら
う
。
）

社
ム
、
ハ
福
祉
事
務
主
任
の
来
席
を
得
て

子
供
会
と
い
う
も
の
の
あ
り
方
の
説

明
会
を
開
き
、
母
親
方
か
ら
子
供
会

の
必
要
性
と
重
要
性
を
知
っ
て
い
た

だ
き
、
即
座
に
山
崎
子
供
会
の
結
成

を
み
た
の
で
あ
り
ま
す
。
要
す
る
に

郡
市
内
で
は
最
初
の
子
供
会
な
の
で

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
二
十
年
の
歳
月

新
春娯

楽
大
会
二
題

　
去
る
一
月
十
九
日
、
公
民
館
に
お

い
て
新
春
娯
楽
大
会
が
行
わ
れ
た
。

前
日
ま
で
降
り
続
い
て
い
た
雪
も
当

、
日
は
止
み
、
雪
掘
り
の
心
配
か
ら
解

放
さ
れ
た
一
時
を
五
十
数
名
の
参
加

者
は
そ
れ
ぞ
れ
囲
碁
に
、
将
棋
に
、

麻
雀
に
と
楽
し
ん
で
い
た
。

成
績
は
次
の
通
り

　
囲
碁
の
部

　
　
　
　
言
）

昔
か
ら
今
に
言
わ
れ
て
き
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
1
小
柳
定
夫
　
採

◇
小
鳥
が
楽
し
げ
に
喘
く
と
天
気
が

　
よ
く
な
る
。

◇
鶏
が
早
く
止
り
木
に
あ
が
る
と
翌

　
日
は
天
気
（
い
つ
迄
も
餌
を
あ
さ
っ

　
て
い
る
時
は
翌
日
は
雨
に
な
る
。
）

◇
彼
岸
の
七
は
だ
れ
（
「
は
だ
れ
」

◇
竹
と
木
の
箸
で
く
う
も
ん
で
ね
え

◇
薬
を
こ
ぼ
す
様
に
な
れ
ば
達
者
に

　
な
る
し
る
し
。

◇
妊
婦
が
腹
帯
を
巻
く
日
は
戌
（
い

　
ぬ
）
の
日
が
よ
い
。

◇
お
び
や
の
二
十
日
間
は
シ
メ
シ
を

陽
に
あ
て
ん
な
。

◇
産
婦
に
油
も
ん
は
食
べ
さ
せ
ん
な

◇
彼
岸
の
入
り
に
天
気
が
よ
け
れ
ば

　
早
稲
が
よ
い
。

◇
大
雪
の
年
は
豊
作
。

◇
縄
を
ジ
ロ
に
も
す
と
火
事
に
な
る

◇
ジ
ロ
で
毛
を
も
す
と
荒
神
様
が
お

　
　
　
　
　
　
　
　
お
こ
る
。

　
　
　
　
　
　
◇
カ
ラ
ス
鳴
き
の

　
　
　
　
　
　
　
　
わ
る
い
時
は
火

　
集
1
　
　
に
気
を
つ
け
れ

◇
三
隣
亡
（
さ
ん
り
ん
ぼ
う
）
に
ご

　
っ
た
く
を
す
る
と
隣
の
家
が
潰
れ

　
る
。

◇
鬼
門
に
建
増
し
す
る
と
か
か
あ
天

下
に
な
る
。

を
経
た
今
日
、
村
内
に
十
八
組
も
の

子
供
会
が
誕
生
し
て
い
る
と
い
う
発

展
ぶ
り
に
、
創
立
者
の
↓
人
と
し
て

感
謝
い
た
し
、
リ
ー
ダ
ー
の
皆
様
方

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
益
々
中
里
村
の
子
供

会
が
進
展
す
る
事
を
心
か
ら
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

．
3
§
三
3
§
＝
§
…
三
3
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三
3
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三
3
…
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ひ
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三
3
圭

A
級
一
位

　
　
　
二
位

　
　
　
三
位

B
級
一
位

　
　
　
二
位

　
　
　
三
位

将
棋
の
部

　
　
　
一
位

　
　
　
二
位

　
　
　
三
位

麻
雀
の
部

士
口
楽
周
治

村
山
健
一

鈴
木
豊
口
雄

小
林
弘
規

井
之
川
立
日
士
口

高
橋
昭
次

柳山山
　田本
龍
夫博昭

　
　
　
　
一
位
　
高
橋
定
利

　
　
　
　
一
一
位
　
　
樋
口
秀
一

　
　
　
　
三
位
　
　
富
井
　
正
市

又
、
今
月
二
日
倉
俣
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
で
は
約
五
十
名
の
参
加
者
を
集

め
て
倉
俣
地
区
の
娯
楽
大
会
が
行
わ

れ
た
。
な
か
な
か
の
盛
会
で
あ
っ
た

が
成
績
は
次
の
通
り
。

　
囲
碁
の
部

　　　麻　　　 将
　　　雀　　　 棋
　　　の　　　　　の
三二一部三二一部三二一f立イ立イ立　　　イ立イ立f立　　　で立｛立イ立

高富高　根大山　樋広吉
橋井橋　津島田　口田楽
　　　　　　　　安
信盛定　正雅　　太松高
雄勝利　治裕博　郎井義

所
得
税
の
申
告
と
住
民
税
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
告
は
お
早
め
に

　
所
得
税
の
確
｛
疋
申
告
及
び
納
税
と

住
民
税
の
申
告
は
、
2
月
η
日
（
月
）

か
ら
3
月
1
5
日
（
土
）
ま
で
で
す
、

3
月
10
日
を
過
ぎ
ま
す
と
混
み
合
い

ま
す
の
で
で
き
る
だ
け
早
め
に
す
ま

せ
る
よ
う
に
、
お
願
い
し
ま
す
。

　
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
た
方

は
、
事
業
税
と
住
民
税
の
申
告
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
所
得
税
の
納
税
は
自
主
納
付
に
な

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
近
く
の
銀
行

か
郵
便
局
で
納
付
し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
振
替
納
税
を
利
用
さ
れ
る
と

便
利
で
す
。

　
所
得
金
額
の
計
算
の
し
か
た
や
、

申
告
書
の
書
き
方
な
ど
お
わ
か
り
に

な
ら
な
い
で
お
困
り
の
方
の
た
め
に

税
務
署
、
役
場
等
に
お
い
て
相
談
に

応
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、
次
の
書
類

を
ご
持
参
の
う
え
、
お
気
軽
に
ご
利

用
下
さ
い
。

qD
同
封
の
案
内
及
び
同
封
の
確
定
申

生
口
用
紙

働
給
料
の
支
払
い
等
源
泉
徴
集
に
関

す
る
帳
簿
童
目
類

⑬
生
命
保
険
料
及
び
損
害
保
険
料
あ

支
払
い
証
明
童
日

ゆ
国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
の
納

ー
ガ
ソ
リ
ン
の
無
鉛
化
と

　
　
　
　
農
林
業
機
械
に
つ
い
て
ー

　
近
く
、
鉛
に
よ
る
環
境
汚
染
防
止

対
策
の
一
環
と
し
て
、
一
般
に
広
く

利
用
さ
れ
て
い
る
レ
ギ
ュ
ラ
：
ガ
ソ

リ
ン
は
無
鉛
ガ
ソ
リ
ン
に
切
り
変
え

ら
れ
ま
す
。

　
石
油
業
界
で
は
、
昭
和
50
年
2
月

か
ら
無
鉛
ガ
ソ
リ
ン
の
生
産
を
開
始

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
程

な
く
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
無
鉛
化

さ
れ
た
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ガ
ソ
リ
ン
が
、

一
般
販
売
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ガ
ソ
リ

ン
無
鉛
化
に
伴
い
農
林
業
機
械
の
使

用
に
つ
い
て
は
、
次
の
点
に
留
意
し

て
下
さ
い
。

①
お
手
持
ち
の
農
林
業
機
械
の
う
ち

2
条
植
田
植
機
以
外
の
4
サ
イ
ク
ル

ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
を
動
力
源
と
す

る
耕
う
ん
機
、
テ
イ
ラ
ー
、
4
条
植

田
植
機
、
、
、
ハ
イ
ン
ダ
i
、
防
除
機
、

集
桟
機
、
土
場
積
込
機
等
に
つ
い
て

無
鉛
ガ
ソ
リ
ン
の
み
を
使
用
し
ま
す

と
、
排
気
弁
座
が
急
速
に
磨
耗
し
、

は
な
は
だ
し
い
場
合
は
、
エ
ン
ジ
ン

が
停
止
（
エ
ン
ス
ト
）
し
ま
す
。

②
こ
の
た
め
、
こ
の
種
の
農
林
業
機

付
金
額
、

励
印
血
早

㈲
そ
の
他
申
告
に
必
要
な
も
の

　
納
税
者
の
依
頼
に
よ
る
税
務
代
理

税
務
書
類
の
作
成
、
税
務
相
談
な
ど

は
正
規
の
税
理
士
し
か
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
資
格
の
な
い
人
に
は
、
申
告

書
の
作
成
な
ど
の
仕
事
を
依
頼
し
な

い
よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

械
に
つ
い
て
は
、
無
鉛
化
さ
れ
た
レ

ギ
ュ
ラ
ー
ガ
ソ
リ
ン
2
に
対
し
、
ハ

ィ
ォ
ク
？
レ
ミ
ア
ム
）
ガ
ソ
リ
ン

（
従
来
ど
お
り
加
鉛
し
た
も
の
が
販

売
さ
れ
ま
す
。
）
を
お
お
む
ね
ー
の

割
合
で
混
合
し
て
使
用
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
従
い
ま
し
て
、
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
で
給
油
を
受
け
る
際
、

こ
の
旨
皆
さ
ん
の
方
か
ら
申
し
出
て

下
さ
い
。
　
（
な
お
、
潤
滑
油
混
合
ガ

ソ
リ
ン
を
使
用
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
は
、
2
サ

イ
ク
ル
で
す
か
ら
、
無
鉛
化
さ
れ
た

レ
ギ
ュ
ラ
ー
ガ
ソ
リ
ン
に
、
従
来
ど

お
り
潤
滑
油
を
混
合
し
て
使
用
し
て

ド
さ
い
。
）

③
ガ
ソ
リ
ン
の
無
鉛
化
に
伴
い
、
今

後
無
鉛
ガ
ソ
リ
ン
の
使
用
が
可
能
な

農
林
業
機
械
が
販
売
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
農
林
業
機
械

に
は
無
鉛
ガ
ソ
リ
ン
が
使
用
で
き
る

旨
明
一
、
小
し
た
ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼
付
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
か
ら
、
そ
の

購
入
に
当
っ
て
は
注
意
し
て
下
さ
い

④
今
回
の
ガ
ソ
リ
ン
無
鉛
化
に
当
た

っ
て
疑
問
な
点
や
機
械
の
使
用
に
不

審
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
最
寄
り
の

農
業
協
同
組
合
や
農
業
機
械
販
売
店

に
御
相
談
下
さ
い
。
ま
た
、
ガ
ソ
リ

ン
の
給
油
に
つ
い
て
は
、
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
で
も
相
談
に
応
じ
て
く
れ

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
産
業
課
）

人
の
心
を
動
か
す
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
コ

トの

かは
馬
り

の
ナ
サ
ケ
心
で
あ
る
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老
人
と
婦
人
の
対
話
集
会
開
か
る

1
家
庭
の
和
合
を
目
指
し
て
ー

　
一
月
二
十
一
日
、
倉
俣
寿
会
（
老

人
ク
ラ
ブ
）
で
は
恒
例
の
新
年
会
を

開
催
し
た
が
、
そ
の
席
上
、
新
し
い

試
み
と
し
て
か
ね
て
か
ら
機
会
を
求

め
て
い
た
婦
人
と
の
対
話
集
会
が
も

た
れ
た
。
寿
会
及
び
婦
人
会
か
ら
八

十
名
が
参
加
、
約
一
時
問
に
わ
た
っ

て
自
由
な
意
見
を
交
換
し
た
が
、
意

義
深
い
試
み
に
参
加
者
は
喜
ん
で
い

た
。

対
話
の
概
．
要

の
主
．
題

○
家
庭
内
で
の
和
合
を
目
指
し
て

○
老
人
が
婦
人
に
の
ぞ
む
も
の

○
婦
人
が
老
人
に
ね
が
う
も
の

　
ー
双
方
の
座
を
基
底
と
し
て
1

口
対
話
の
内
容

○
気
楽
に
話
し
合
え
る
家
庭
は
楽
し

　
い

0
老
人
も
婦
人
も
我
慢
が
大
切

○
若
さ
と
柔
軟
性
と
包
容
力
に
富
む

　
と
思
わ
れ
る
婦
人
の
方
が
、
よ
ゆ

　
大
き
な
我
慢
を
し
た
い
。

○
我
慢
も
腹
が
ふ
く
れ
る
程
に
た
め

全
‡
‡
‡
｝
よ
蓄
き
‡
‡
き

三
会
場
で
豆
ま
き
大
会
開
か
る

　
一
「
（
土
）
に
高
道
山
小
学

校
、
宮
中
生
活
改
善
セ
ン
タ
i

二
日
（
日
）
に
は
田
沢
小
学
校

を
会
場
に
子
供
会
の
豆
ま
き
が

行
わ
れ
た
。

　
こ
の
会
は
部
落
子
供
会
と
日

本
健
青
会
中
里
支
部
（
会
長
富

井
博
一
）
と
の
共
催
で
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は

三
会
場
合
せ
て
約
四
百
五
十
名

の
ヂ
供
達
が
参
加
。

　
映
画
を
見
た
後
、
カ
ミ
シ
モ

姿
の
村
長
さ
ん
や
部
落
子
供
会

の
世
話
役
さ
ん
の
「
福
は
う
ち

鬼
は
外
」
の
か
け
声
に
合
せ
て

右
や
左
に
と
兀
気
よ
く
動
き
ま

わ
っ
て
歓
声
を
あ
げ
て
い
た
。

な
い
で
、
柔
ら
か
に
、
上
手
に
少

し
づ
づ
発
散
す
る
。

○
老
人
の
言
葉
や
意
見
に
多
少
の
無

理
や
欠
点
が
あ
っ
て
も
、
素
直
に

　
よ
く
聞
い
て
も
ら
い
た
い
。
　
（
そ

　
し
て
必
要
だ
っ
た
ら
聞
き
よ
い
訂

正
を
し
て
ほ
し
い
V

O
長
年
月
苦
労
と
努
力
を
重
ね
て
今

　
日
を
築
い
た
老
人
を
、
大
ら
か
な

　
心
で
待
遇
し
よ
う
。

○
心
の
触
れ
合
い
と
、
よ
り
以
h
の

　
体
の
触
れ
合
い
（
肩
を
も
ん
だ
り

　
腰
を
さ
す
る
等
）
が
和
合
の
も
と

○
若
い
人
の
老
人
に
対
す
る
声
を
き

　
；
つ
。

　
・
で
き
る
だ
け
新
し
い
時
代
を
知

　
　
っ
て

　
・
遇
痴
る
よ
り
、
ひ
が
む
よ
り
素

　
　
直
．
い
生
き
て

　
・
若
者
に
理
解
を
も
っ
て
ほ
し
い

　
・
や
さ
し
く
親
切
に
（
か
た
く
な

　
　
に
な
ら
な
い
で
）

○
老
夫
婦
と
嫁
と
が
三
人
で
楽
し
く

　
カ
ル
タ
と
り
を
楽
し
ん
で
い
る
和

　
や
か
な
家
も
あ
る
。

○
孤
独
感
に
陥
り
易
い
老
人
が
互
い

　
に
慰
め
、
激
励
し
あ
え
る
よ
う
な

　
施
策
が
ほ
し
い
。

口
ま
と
め

　
単
な
る
同
情
や
憐
み
か
ら
で
な
く

多
く
の
経
験
を
積
み
国
家
、
社
会
、

家
庭
に
奉
仕
し
て
き
た
先
輩
を
、
真

に
敬
愛
す
る
気
持
ち
で
老
人
に
接
し

農
政
と
五
十
年
度

老
人
は
又
、
家
庭
の
中
心
と
な
っ
て

働
ら
く
婦
人
に
対
し
て
信
頼
と
親
愛

の
情
を
も
つ
よ
う
に
し
よ
う
。

　
そ
し
て
、
ほ
ほ
え
み
を
大
切
に
し

よ
・
っ
。転

落
事
故
を

　
　
　
　
　
防
一
」
・
つ
／
●

　
流
雪
溝
を
利
用
し
て
消
雪
作
業
を

行
っ
た
後
、
蓋
を
開
け
た
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、
幼
児
の
転
落
事
故
等
の

危
険
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
作
業
の

時
以
外
は
必
ず
蓋
を
し
て
お
く
様
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
最
近
か
か
る
事

例
も
あ
っ
た
事
で
す
か
ら
。

8
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農
林
予
算
案
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
新
潟
県
農
業
会
議
議
員
藤
田
五
郎

　
国
家
に
と
っ
て
何
よ
り
も
大
切
な

嚢
は
国
民
を
飢
え
さ
せ
な
い
こ
と
で

あ
り
、
卜
分
に
食
べ
さ
せ
る
事
で
あ

る
。
石
油
が
重
．
要
だ
と
い
っ
て
も
食

糧
の
重
、
要
性
に
は
遠
く
及
ば
な
い
の

で
あ
る
。
国
家
の
安
全
保
障
に
と
っ

て
最
も
重
要
な
る
資
源
は
食
糧
で
あ

る
事
は
言
を
ま
た
な
い
。
国
民
の
生

命
に
直
接
関
係
す
る
食
糧
の
重
、
要
さ

は
、
石
油
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
こ

と
を
強
調
し
た
い
。
フ
ォ
ー
ド
大
統

領
が
ア
ラ
ブ
産
油
国
に
石
油
価
格
を

下
げ
さ
せ
る
戦
略
に
食
糧
を
閑
連
さ

せ
　
石
油
消
費
国
に
も
穀
物
供
給
を

条
件
に
米
国
の
政
策
を
迫
っ
て
い
る

の
も
生
命
に
直
接
か
か
わ
る
食
べ
も

の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

ア
ラ
ブ
の
石
油
戦
略
に
対
し
て
米
国

は
穀
物
戦
略
で
対
応
し
よ
う
と
い
う

わ
け
で
あ
る
。
そ
の
食
糧
も
石
油
も

な
い
の
が
日
本
で
あ
る
。
米
以
外
は

穀
物
も
飼
料
も
輸
入
に
頼
っ
て
い
る

目
本
的
な
食
べ
物
で
あ
る
豆
腐
、
昧

噌
、
醤
油
、
納
豆
、
そ
ば
、
う
ど
ん

の
原
料
も
皆
輸
入
品
で
あ
る
。
テ
ン

プ
ラ
そ
ば
の
海
老
も
、
メ
リ
ケ
ン
粉

も
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
。
間
に
合

っ
て
い
る
の
は
水
だ
け
と
言
い
た
い

位
で
あ
る
。
牛
肉
も
豚
肉
も
鶏
卵
も

牛
乳
、
、
、
ハ
タ
ー
、
ハ
ム
、
ソ
ー
セ
ー

ジ
も
輸
人
の
家
畜
飼
料
が
な
く
て
は

ど
う
に
も
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

幸
い
日
本
は
米
だ
け
は
年
に
千
二
百

万
ト
ン
も
と
れ
る
。
い
ざ
と
い
う
時

に
備
え
て
米
だ
け
は
十
分
に
自
給
で

き
る
よ
う
に
、
食
管
間
題
を
越
え
た

大
所
高
所
に
立
っ
て
米
を
見
直
す
べ

き
事
態
に
直
面
し
て
い
る
事
を
私
は

村
長
時
代
か
ら
国
、
県
の
場
で
主
張

し
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
様

な
国
内
食
糧
事
情
の
も
と
で
、
わ
が

国
の
農
業
政
策
が
大
転
換
期
に
あ
る

事
は
申
す
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
ま
で

経
済
政
策
、
列
島
改
造
政
策
の
中
で

重
工
業
偏
重
の
経
済
政
策
が
貫
か
れ

て
き
た
の
で
、
之
が
た
め
農
業
農
政

が
崩
壊
寸
前
に
あ
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
様
な
状
況
下
で
、
前
に
述
べ
た

様
に
、
現
在
国
際
的
な
食
糧
危
機
の

重
圧
に
追
い
込
ま
れ
て
農
政
の
再
転

換
を
大
き
く
迫
ま
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
昨
年
十
二
月
十
一
日
全
国
農

業
委
員
会
長
大
会
に
私
も
出
席
し
た

が
、
こ
の
大
会
で
も
農
業
の
大
胆
な

る
農
政
転
換
を
要
望
す
る
血
の
叫
び

が
満
堂
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
に
も
拘
ら

ず
、
五
卜
年
度
の
農
林
予
算
案
を
み

る
と
、
食
糧
増
産
を
か
か
げ
る
現
内

閣
に
し
て
は
必
ず
し
も
「
攻
め
の
農

政
」
と
は
言
い
難
か
っ
た
が
、
幸
い
大

臣
折
衡
の
過
程
で
、
米
の
生
産
調
整

数
量
が
百
万
ト
ン
ま
で
ト
っ
た
他
麦

大
豆
等
の
生
産
対
策
が
強
化
さ
れ
、

又
、
近
代
化
資
本
枠
が
四
千
五
百
億

に
拡
大
さ
れ
た
り
、
食
糧
増
産
対
策

費
三
十
億
円
が
つ
い
て
基
盤
整
備
事

業
を
補
完
す
る
等
、
増
産
へ
の
意
欲

が
示
さ
れ
た
。
之
に
よ
っ
て
第
一
次

内
示
で
殆
ん
ど
ゼ
ロ
査
｛
．
疋
を
受
け
「

食
糧
増
産
立
往
生
型
」
と
見
ら
れ
た

予
算
案
も
一
歩
前
進
し
た
と
見
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
．
互
卜
年
度

予
算
は
前
年
度
比
一
九
％
増
り
．
兆

千
七
．
自
七
卜
二
億
六
千
万
円
で
、
国

全
体
り
申
～
率
、
一
四
・
．
五
％
を
ド
ま

わ
っ
た
の
で
あ
る
。
特
記
事
．
項
と
し

て
基
盤
整
備
事
業
は
前
年
比
三
・
四

％
増
で
あ
る
が
、
農
道
整
備
は
前
年

度
に
比
し
一
・
九
％
減
と
な
り
、
公

共
事
業
抑
制
の
犠
牲
と
な
っ
た
憾
み

が
あ
る
。
農
村
金
融
関
係
で
は
農
業

近
代
化
資
金
の
貸
付
枠
が
三
千
億
円

か
ら
四
干
五
百
億
に
拡
大
さ
れ
た
こ

と
は
喜
ば
し
い
。
又
、
畜
産
危
機
を

救
う
た
め
の
飼
料
親
基
金
は
補
正
予

算
で
早
季
ま
わ
し
に
六
十
億
円
計
上

し
て
お
い
た
た
め
、
二
十
億
円
の
追

加
で
ほ
ぼ
要
求
通
り
に
な
っ
た
事
は

注
目
に
値
す
る
。
牛
肉
が
畜
安
法
に

よ
る
指
｛
疋
食
品
と
な
り
、
こ
の
指
定

食
品
方
式
は
十
一
億
円
の
．
要
求
が
五

億
円
で
ス
タ
ー
ト
す
る
が
鶏
卵
は
価

格
安
定
事
業
要
求
額
八
億
六
干
万
円

に
対
し
、
五
億
七
千
、
、
一
百
万
円
に
削

ら
れ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。

．
方
農
業
委
員
会
関
係
予
算
は
前
年

度
に
比
べ
て
．
．
．
六
・
．
．
．
％
の
増
で
、

こ
の
伸
び
率
は
従
来
に
な
い
満
点
の

成
果
で
あ
る
が
、
之
は
農
業
委
員
会

制
度
の
重
．
要
性
を
、
如
実
に
物
語
る
も

の
で
あ
る
。
．
五
レ
年
度
予
算
の
特
徴

と
し
て
、
新
規
予
算
が
殆
ん
ど
芽
を

出
し
た
事
で
あ
り
、
こ
の
点
は
へ
・
後

に
期
待
を
も
た
れ
る
が
、
食
糧
の
重

．
要
性
が
国
民
に
認
識
さ
れ
て
い
る
現

在
、
福
祉
と
並
ん
で
も
っ
と
意
欲
も

額
も
大
き
く
あ
っ
て
ほ
し
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
何
れ
に
t
て
も
新
規
予

算
を
更
に
前
進
さ
せ
て
「
攻
め
の
農

政
」
を
名
実
と
も
に
確
立
す
る
為
に

今
後
の
農
政
の
発
展
に
期
待
す
る
次

第
で
あ
る
。


